
　地域や日本の歴史解明には、村役人や庶
民などが書き記した古文書が欠かせない。
だが、こうした史料は子孫によって代々受
け継がれているため、ほとんど公開される
ことなく、土蔵の奥に眠っていることが多
い。
　東日本大震災では地震の揺れや津波に
よって、こうした地域の歴史を知る手がか
りとなる多くの史料も被災した。傷んだ
史料は、そのままにしておくと瓦礫と共に
処分されてしまいかねない。東北アジア
研究センターの平川新教授は、一枚でも多
くの古文書を救出するため、震災直後から
メンバーとともに休む暇もなく活動を続
けている。時には、倒壊しかけた土蔵や倉
などに入り込んで、古文書をレスキュー※

しなければならない。所有者の方から、「よ
く、こんな危ない所に入るもんだなぁ」な
どと呆れられることもあるという。
　同センターが、震災などの災害で失われ

る史料のレスキューに取り組み始めたの
は、平成15年に発生した宮城県北部連続
地震がきっかけだった。平川教授らは被
災した土蔵が取り壊される前に、古文書な
どを写真で記録させてほしいと、旧家を一
軒一軒回りお願いした。「自然災害は広域
に及ぶため、限られた人数と予算では自ず
と限界がある。訪問が間に合わず処分さ
れたケースも多々あった。こうした教訓
から、我々は短時間で大量に古文書を記録
するノウハウを身につけてきた。今日で
は宮城方式と呼ばれ、全国の研究機関にそ
のノウハウを普及させるための講習会な
ども行っている」と平川教授。
　広域かつ大規模な被害をもたらした今
回の東日本大震災においても、被災した
多くの古文書が救出され記録されている。
それは、長年培ってきた史料のレスキュー
に対するノウハウがあったからに他なら
ない。
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古文書のデジタル画像化が完了していた三陸沿岸の旧家
15軒のうち13軒が、今回の津波によって流されてしまっ
たが、この他にもまだまだ多くの古文書が残っていたは
ずであり、それらを取り戻すことは永遠にできない。

津波などで濡れた古文書は、すぐにカビが生えてくる。
センターでは、業務用の冷蔵庫を用意して濡れた古文
書を保存しているが間に合わないため、奈良国立文化
財研究所に保全の協力を求めた。やがて全国の研究機
関と連携を図るためのネットワークができあがった。

古文書のデータベー
ス構築に関するノウ
ハウはマニュアル化
され公開されている。

　日本国内には国土地理院の Geonet と
呼ばれる GPS 観測点が1,300 ヵ所ほど
あり、地表での地殻変動は高い精度で捉
えることができる。ところが、海底の地
殻変動を捉えることは、深い海に阻まれ
て難しい。東北大学地震・噴火予知研究
観測センターでは、7年ほど前から宮城県
沖地震の想定震源域付近の海底※に、独自
に開発・製造した特殊な観測装置を設置
している。
　この観測装置が、東北地方太平洋沖地震
によって最大で横方向に31m 移動、垂直
方向に5ｍ隆起していたことを捉えてい
た。このデータをもとに解析したところ、
プレート境界面でのすべり量は60 〜 70
ｍもあったことが明らかになった。このよ
うな大きなすべり量を捉えることができ
たのは、国内はもとより世界でも例がない。
　地震観測は、100年程度のデータの蓄

積しかないため、東北地方太平洋沖地震
を予知するまでには至らなかった。しか
し、最近の観測技術の発達により、今回の
震源域付近に強い固着域があったこと、
また、東日本の太平洋岸の地津波堆積物
分析から貞観11（869）年に発生した推定
M8.3以上の貞観地震による大津波が発生
していたことも分かっていた。そして、
政府の地震調査研究推進本部は、宮城沖
地震の長期予測の見直しに着手した矢先
のことだったという。
　東北地方太平洋沖地震で得られたデー
タの本格的な解析はこれから。「観測デー
タ（結果）を説明できる地震発生機構（原
因）を導き出すことが重要である」という
のが、地震学者の考え方。これからも地
道なデータ収集と分析が必要と海野德仁
教授は語る。
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東北地方太平洋沖地
震のすべり量分布を
表した図。この地震の
震源域のひろがりは、
東 西 方 向 に200km、
南北方向450km であ
り、大きなすべりは宮
城県沖の日本海溝に
近い場所で発生した。

地震・噴火予知研究観
測センター内のエレ
ベーターで地下45m
まで降りると、44年
前に建設された地下
トンネルの突き当た
りに地震計が設置さ
れている。

※
海底観測に使う装置や
機器はすべて手作り。
海底地殻変動観測に使
われているこの装置も
センターで開発した。
現在、宮城県沖の4 ヵ
所にこの装置が設置さ
れている。

※
倒壊しかけた土蔵や
倉などの中に入り込
んで、古文書をレス
キューしなければな
らず、ヘルメットは命
を守る大切な相棒だ。
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